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こ 1 年 2 年 3 年 計
第一看護科(lN) 58人 57人 47人 162人
第二看護科(2N) 51人 59人 ／ llO人
計 (109人） (16人） (47人） (272人）
アンケート回収率100%
調査対象
昭和60・ 61 ・ 62年度本学第 1看護科入学生
162人と 61・ 62年度第 2看護科入学生llO人



















































































学 学 校 校 校 学 の



















若護学校だけ（本学以外の大学短大い含む） 102(63.0) 88 (80 0) 
他の進路
大 A 子 33(20.4) 7(6 4) 
短 大 21(13.0) 2(1 8) 
各種学校 3(1.8) 9(8.2) 
就 職 2 (1 2) 3(2 7) 





















1 N 58 6 10 5 
2 N 70 0 7 3 
母
1 N 71 0 12 3 
2 N 80 0 7 3 
周囲の大人
1 N 56 8 9 3 
2 N 76 4 8 2 
担任の先生
1 N 67 9 5 6 
2 N 84.5 6 4 
友人
1 N 64 8 3 7 














いないので分からない 61(37. 7) 41 (38 3) 
ほとんどの人が賛成 61(37. 7) 42 (39 1) 
贅成の方が多い 22 (13 5) 21(19.2) 
賛成・反対が半々 12 ( 7• 4) 3(2 7) 
反対の方が多い 6(3. 7) 1(0.9) 
ほとんどの人が反対


















間違ってい なか った と思う 58 (35.8) 41 (37 3) 
まあ大した間違いはなかった 46 (28 4) 42 (38 2) 
色々と問題はあったようだ 23 (14. 2) 9 (8.2) 
間違っていたと思う 4 (2. 5) 8 (7 3) 





64.2%, 2 N-75.5%）」で「否定的評価 (1N 
-16. 7%, 2 N-15.5%）」である。「分からな






















52 林喜美子・高橋美月 • 松本明美
表 6 適合性の評価
「適合性あり」と 答えた者についてのA群と B群の比較
A群 B群 カイ 2乗検定
仕 事観 93.1% 76 7% ぷ '=7682 P<0.01 
体 力 91 2% 75 0% .r'=6 604 P<O 01 
将来設計 91 2% 78.3% x'=4.272 P<0.05 
興 味 92.2% 75 0% x'=7 774 P<0.01 
学 力 73.5% 70 0% x'=0.163 












I 興味•関心 1 1 N 
2 N 




























自己評価の各項目を 1N, 2 Nで検定してみ
ると，「興味 • 関心」の点では l N と 2N との間
に有意差はな〈，「学力」ではほとんど適合と答
えたもの 1N72.8%, 2 N49.l％で有意差が認
められる。（炉＝14.889 P <0.01)「体カ・身体
的条件」では，適合性ありが 1N85.2%, 2 N 
72.7％で有意差かある。 （炉＝3.893 P <0.05) 













対する回答が表 7である 。 1N, 2 N共に最も
表 7 自分の子供に対する態度
lN 2 N 
ぜひ勧める 23(14 2) 14 (12 7) 
一応勧める 38(23 5) 29 (26 4) 
どちらともいえない 78 (48 1) 45(40 9) 
あまり勧めたくない 2 (13. 6) 15 (13 6) 



















た者が 1N5.6%, 2 Nl4.6％であり，尊い職業
だと思っていない者が， 2 Nに有意に高かった。

























































首都固 — - — •-
図 4.看護婦の職業イメージ
















「誇りを持っている」と答えた者は， 1 N94. 
3%, 2N84.l％である。両者の間で，誇りを持








大変満足している 4 (2.5) 1(0 9) 
まあ満足している 71(43. 8) 47(42. 7) 
どちらともいえない 35(21. 6) 27(24.5) 
あまり満足していない 47(29.0) 28 (25. 5) 
全く満足していない 4(2.5) 7(6.4) 
無回答 1(0.6) 0(0. 0) 
（ ）内は％
ている」が 1N46.3%, 2 N43.6％で，「余り満


















1．学婁や冥習に関すること ；開E二：［・：:i k;： 
3．進路に関すること；雷二：；／：・1 • I桑:ご~ NA 
4家族に問すること 塁 ・・こし森；：_:ぎ：ぷ•ロコ
5 ．友人に関すること盟『二•:·9-:1 .. k: 
6恋愛や結婚に間すること 盟']/l:;=;i: :::::t.:•L 
1．レジャーに関すること闊二・ . iビ．：：：：•：::：□1
： ：フ台プ1舌動間］関す口：［二冒言蚕 NA
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図 5.生活上重視していること
視している」項目で比率の高いものは， lNは
「学業や実習 (90.l%）」 「友人 (88.3%）」「身




も多く， 2Nは 2位で78％である。 一方「重視






















何年か続ける 15 (13 6) 19 (21. 9) 
結婚するまで続ける 1402 7) 17(19 6) 
子供ができ るま で続ける 12(10.9) 9(10 3) 
子供が大きくなったらまた綬ける 33 (30 0) 13(14.9) 
一生続ける 31 (38 2) 14 (16 1) 
無回答 5(4 6) 15(17 2) 
計 100(100 0) 87(100.0) 
（ ）内は％
生続ける」を併せて，長期継続を考えている者


















(52 5) (56 4) 
39 19 
(24 1) (17 3) 
36 27 
(2 2) (24 5) 
第 2位 第 3位
lN 2N lN 2 N 
58 36 17 10 
(35 8) (32 7) (10 5) (9 0) 
39 26 82 63 
(24 I) (23 6) (50 6) (57 3) 
63 46 61 35 
(38 9) (41 8) (37 7) (31 8) 
（） 内％
無回答 1 N 2(1.2) 
2 N 2(1.8) 
で病院を選ぶかを「労働条件」「人間関係」「学
習条件」の 3項目で，重視する順序を尋ねた。























多く， 1 N ・ 2 Nの差ははとんどない。学業が
実習，友人，身体とい った個人の生活を重視し
クラブ，政治など学校や社会への関心は低い。
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